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福祉は人と人とが接する仕事であり、介護技術や、知識の向上、また基本的な礼節が大切と考
えます。ゲスト皆様へのサービスの質や接遇を向上し、安全な職場環境を保つよう心掛ける、ま
た、人が重要な事業ととらえ、職員のやりがいや、より良い職場を作るためにも実技研修や、e
ラーニング研修などを通じて技術や知識の向上が必要と考えております。
定期的な知的障がい者移動支援従業者養成研修（ガイドヘルパー養成研修）も行い、福祉に携
わる方のみならず、福祉業以外の方々にも広く受講頂き、資格の取得と共に、障がいをお持ちの
方の生活や現状を伝えてゆきたいと考えております。
これからもより良い支援や福祉サービスを提供できるよう、日々前穂では試行錯誤を繰り返し
ております。もちろん、まだまだ至らない点や、お叱りを頂くこともあります。今後もご利用頂
いている皆様とのつながりを大切にし、地域に根差した、皆様から必要とされる事業所でありた
いと考えております。
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